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　アナログ録音図書では、注は言葉や文の直後に挿入する方法が一般的で、注だけをまとめて別の所に録音する方法は、本文と注の行き来が自由にできないことからほとんど無理でした。しかし、DAISY録音では、別の所に録音されている注と本文の間を行き来することもある程度自由にできるようになりましたから、録音方法の選択肢が広がったといえます。選択肢が広がったのは、とてもうれしいことです。
　注の処理については、本そのものの内容や用途、注の内容・長さ・数などを考え合わせ、個々に判断していかなければなりません。以下は、考え方の筋道あるいは処理の例としてお読みください。
　私は、注を大きく次の2種類に分けて考えます。
Aタイプ　本文中の言葉や記述内容に関する解説や補足など。読み手の理解を助けるもので、通常本文とともに読みたいと思うもの。あるいは、本文の理解のためには必ずしも必要ではないかもしれないが、注が短いため、本文の中に読み込んでもさほど煩雑にならないと考えられるもの。
Bタイプ　引用・参考文献など。通常はそれを読まなくても本文の理解にはほとんどさしつかえないもので、特に読み手が望むときだけ参照するもの。あるいは、非常に長い注であったり、注の数が極めて多いため、本文中に挿入したのではかえって本文の理解を妨げるおそれのあるもの。
　Aタイプの注は、本文の中にうまく挿入していくべきです。離れた所に録音するのは、不便です。
　挿入位置としては、
(1)注の付いた言葉の直後、
(2)注の付いた言葉を含む文の直後、
(3)注の付いた言葉を含む段落の終わり
などが考えられます。注の長さや、文の流れなどを考慮し、できるだけ分かりやすい位置を選びます。あるものは言葉の直後、あるものは文末というように、個々に判断していく必要があります。言葉の直後に挿入できるのは、短い注に限られるでしょう。
　文末や段落の終わりに注を挿入する場合には、その注は飛ばしたいと思ったときに簡単に飛ばせるように、注の頭と終わりにグループを付けるのが有効です。注の終わりのグループは、「注 終わり」のフレーズに付けます。一文(一段落)に注が2個以上あるときは、各注の頭と最後の注の終わりにグループを付けます。注の1は飛ばしたいが2は読みたい、といったことにも対応できるようにするためです。
　全部の注が短く、だいたい一文か二文で終わっている場合には、グループ付けではなく、注の最初から終わりまでを１つのフレーズになるように結合する方法もあります。こうすれば、フレーズ単位に送る操作(プレクストーク系では送りキーを短く押す)をすれば、注を飛ばして本文に戻ることができます。ただし、長い注を１フレーズに結合してしまうと、その注の中での前後移動がやりにくくなりますので、この方法はあくまで短い注に限ります。。
　(なお、全ての注が非常に短く、「飛ばしたいな」と思ってキーに手を伸ばしたとたんにもう読み終わってしまうというような場合には、ここで説明したグループ付けやフレーズ結合は不要でしょう。文学書などに、このような例がときおり見受けられます。)
　Bタイプの注は、本文とは別の所にまとめて録音される方が望ましいと考えます。
　注を録音する位置として、次のような方法が考えられます。
(1)節や項の終わりにまとめる。
　この場合、注はDAISYの同じセクションの終わりにまとめます(セクションを越えて注を読みにいかなくていいようにします)。各注の頭には、グループを付けます。本文を読んでいて、注が読みたいと思ったら、「後ろのグループへ移動する」操作をします。注がいくつもある場合には、目指す注が出るまで何回かグループ移動を繰り返します。注を読み終わって本文に戻るときは、アンドゥーキーをグループ移動した回数だけ押します。
　注をセクションの終わりにまとめる方法は、図表など異なる目的にグループを多用している場合には、使いにくい可能性があります。図表があまり多くないのであれば、注のためのグループと図表のためのグループが混在してもかまわないと思いますが。
(2)注を章など大きな見出しごとにまとめる。
　墨字原本で注が各章末にまとめられていて、録音版でもそのスタイルを踏襲する必要がある場合は、各章末に注のためのセクションを設けます。このセクションの階層レベルは、章の1つ下ということになります。注のセクション内は、各注の頭にグループを付けます。
　もっとも、この方法では、　本文から注へ移動したり、注から本文へ戻る操作が複雑になり、使い勝手はよくありません。できるだけ(1)または(3)の方法にすることをお勧めします。
(3)注を巻末にまとめる。
　本文が全部終わったあとで、注だけをまとめて録音する方法です。この方法では、本文と注を自由に行き来できる手段を用意する必要があります。私は、注番号に対応するページを付けるのがよいのではないかと考えます。例えば、注1が1001ページ、注2が1002ページ……(あるいは注1が501ページ、注2が502ページ……)といった具合にです。これを行うには、注番号が全巻通しになっている必要があります。原本の注番号が章ごとになっている場合には、DAISY化にあたって注番号のふりなおしをします。
　本文を読んでいて、注が見たいと思ったら、ページジャンプでダイレクトに飛ぶことができます。また、注から本文に戻るときも、アンドゥーキーを1回だけ押せばよいので、とても簡単です。操作面では、一番楽で、初心者にもすぐに覚えられると思います。音訳の際、本文中の注番号の直後に飛び先のDAISYページを言い添えると、より親切でしょう。
　さて、AタイプとBタイプの注が混在している場合には、どうすればよいでしょうか。もし、Bタイプの注の割合があまり多くないのであれば、全部の注をAタイプ式で処理すればよいと思います。もし、Bタイプの注が、割合でも絶対数でもかなり多いのであれば、注のタイプ別に処理を変える必要が出てくると思います。
補足1　中番号をふりなおすことや、原本で章ごとに書かれている注を巻末にまとめることなどは、もしそれが録音図書の使い勝手を墨字図書より落とさないために有効なのであれば、媒体変換にともなう必要な変更として、同一性保持権侵害には当たらないと考えます。
補足2　現在は注の処理にグループやページを用いていますが、今後DAISYの規格に脚注用の機能が追加されたときには、それを活かした新たな処理方法を編み出さなければならないでしょう。ただし、それは、脚注機能を編集ソフトと再生機の両方がサポートしてからのこととなります。
